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1
法律上海上保険者の負担危険を規定するさいに 「航海に関する事故」 とい う
ように包括的文言を もってする場合 と,そ の負担危険を一々列挙 させている場
わ
合 とが あ る。 前者 はわが国や ドイ ツ ・フランスの商法に見 るところで あ り,後
ヨラ
者は英国の海上保険法にこれを見ることがで きる。
いずれの場合において も,海 上保険者は船舶や積荷等保険の目的につ き生ず
る一切の損害を翼補す るものではな く,海 上保険者の責任は法律の規定または
契約によつて制限されてい る。
英国では一時海上保険市場においては,被 保険者の申出た保険に対 し全 くき
びしい制限と条件が耐され,特 別な危険の引受やその担保条件は保険者の選択
す るところであったのであるが,そ の後保険者 も次第に寛大になってその責任
を拡大して来7Cのである。積荷保険に関しては,1914-1918年の第一次大戦申
か ら直後にかけてここにい うExtraneousRisksの保険が,追 加的に担保 され
また特別約款 を もって保険者の責任 とし把のである。 当時戦争危険が一般市場
において引受け られその料率 も非常に有利だったので,多 くの保険者は戦争保
険の申込を受けるためにで きうる限 り広範囲に亘 り海上危険を負担す るように
努めたのである。 ところが,そ の うち戦争危険引受による保険料牧入 も著し く
減少して きたので,海 上保険市場 としては今までの営業方針を変更せざるをえ
ないよ うになったのである。それに加えて,ExtraneousRisksによる損害 とく
に盗難抜荷による損害が甚だしく,多 数の保険者の牧支の安定を脅威す るよう
になったので,そ の結果一時被保険者に対し,盗 難抜荷荷渡不足や不着による
1)商 法 第815条 独 乙H.G.B.§820仏CodedeCommerce,Art,350.
2)英Marinelns,Act,1906,§3-(2).
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損害の25%を被保険者自身で負担するよう要求するようになったのである。 そ
の結果その後 これ らの損害 も減少したし,被 保険者の要望 もあ り,元に復 して
被保険者の自己負担は取 り止 められ るようになった。 しかしこうした被保険者
3)
の 自己負担の方法の復活 は,し ばしば推奨 されて きたので ある。
保険者が被保険 者に対 し て 行 つ た 大 譲 歩 の も う一 つ は,Memorandum
Clause申の免責 歩合(Franchise)の引 き下 げで あ り,否 ほ とん どの場合は そ
の廃止で あ る。 もとよ り,一 定の免責歩合は復活 しなけれ ばな らぬ とい う強 い
要望 はあ る ものの,今 貝の一般的情勢 としては被保険者に と っ て は最 大 限 の
保護 を要請す ることで あ る。今 日保 険の問題 としては,あ らゆ る 「偶 発 的 な
(Accidental)」危険 を引受け ることが適 当で あるとか,ま た保険者が特別の危
険 を引受 け るとな ると,そ れ に因 る損 害の防止のた めに払われ る被保険者側の
注意の程 度が非常に うす くなってい ると言われ てい るが,今 日一般的 には被保
険者 はBrokerの指導 の下 に保険 しよ うとす る危険や その 引受条件を定 め るよ
うになってい るし,保 険者 としては要望 された保険に対 し,い かに保険料 を定
の
め るか とい うことのみが残 された問題 で あるとい うよ うな状況で あ る。
積荷保険におい て保 険者 の担保 を要求 され る危険は,通 常の保 険証券におい
て担保 されてい る危険の 外に,稀 には蝦疵危険また盗難 ・抜荷 ・荷渡不足 ・不
着危険や 漏損 ・破 損 ・他の積 荷に因 る損害 ・手鈎損 ・ス リング ロス ・淡水濡 。
錆 ・蒸 れ ・汗濡 その他湿気及 び虫喰 ・油汚損 ・泥損 その他いろいろの損害が あ
る。 しか し,積 荷保険のすべてが これかの危険 を無制 限 に担 保 す る もの で な
く,(comTradeClausesやStandardJuteAssociationClausesのよ うに
F.P.A.で しか もExtraneousRisksは一切担保 しない もの もあるよ うに,
の
積荷の種類によって保険者の担保危険は著しく異なっている。
2
法律上海上保険者の責任が,包 括危険に対す るものであろ うとまた列挙危険
3)V,Dover,HandbooktoMar,Ins.,5thEd.,p,182.
4)Dover,ibid.,P.183.
5)Dover,ibid.,P.184.
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に 対 す る もの で あ る と を 問 わ ず,通 常 の 保 険 証 券 に お い て は 多少 の 差 は あ,ると
し て も,ExtraneousRisksと称 せ られ る もの は,各 国 に お い て は 一 応 保 険 者
の
の責任外 とされてい る。列挙責任主義 を とる英法 においては,保 険証劣の危険
条項(Perilsclause)にある 「その他上掲の積荷商品及び船舶 その他 の物若 し
くはそれ らの一部 に損害 を生 じ又は生ぜ しむ る一切の 危険損害不幸」の一般的
文 言は,さ きに列挙 してあ る危険 に類似す る もの又は同種 の ものに限 られ ると
い う特 殊解釈が行 われ,Ejnsdemgenerisの原則に よ り,ExtraneousRisks
は保険者の負担危険か ら除 外 されてい るので あ る。
しか るに,従 来通常の保険証券 において担保 す る保険者の責任 は,一 般 的に
は最 も填 補範囲の広い もの として,貨 物保険においてはLondon保険者協会の
担保条件で あ る分損担保(W.A.)で あ るが,積 荷 の種類 に よっては通常保険
者の担保責任 を有 す る危険以外の事故 によ り損害 を受 け る可能性が あ りジ これ
に対す る被保険者側の要求 は,そ れ らの危険 を保険証劣に順次追加す るか,ま
たは特 別に約定 した約款 を もって 保険者が これ らを担保 す るに至つた ことは,
すで に述べ たとお りで あ る。一方 また保険者 としては,そ うした方法 を とる以
外に 「すべ ての危険担保 」(AgainstAllRiskshowevercausedorarising)
の条件 を もって,保 険者の責任 を個 別危険に対 して担保す る方 法 に よ らず,
AllRisksとい う包括 的な文句 を もって被保険者の要望に応 え るよ うになっ7c
アラ
ので ある。
AllRisksClauseの導入に よ り,第一 に被保険者 はいかな る損 害 も偶発的な
もので あ る限 り,特 に保険証 券に別段 の除 外が なされてい る場合 は別 として,
一切填 補を受 け得 るとい うことで あ る。 第 二には被保険者が損害 の原因 を証明
す るの責 を免 れ るに至つた ことで あ る。 す なわち,従 来 の よ うに列挙危険 のい
つれかに因 る もので あ ることを証 明す る必要がな くな り,挙 証の責任 はむ しろ
填補 の責 を免 れ よ うとす る保険者に転換 された ことにな るので あ る。
今 日においては,英 国市場 は もとよ り国際市場 におい て,一 般貨物について
6)海 上 保 険(貨 物)約 款 第5条,英Lloyd'sPolicy,独AUgemeineDeutshe
Seeversicherungs・Bedingungen,1919,§86.仏Policefrangaised'assurances
maritimessurfacult6s,1944,arts.7,8.
7)1951年 ,InstituteofLondonUnderwritrsのAllRisksClause.
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は被保険者側の要望に よ り,保 険者 によるAIIRisks担保 の保険 引受けが広 く
行 われ るに至つた とはいえ,運 送貨物の うち依然 として,分 損 担保時には分損
不 担条件 を もって,そ れ らの保険は引受 け られ,こ れに必要 とす る約款 が特 に
附加 され ることによ り,普 通証劣上担保 され る危険以外に,被 保 険危険の追加
補充が行 われ てい るので あって,AllRisksClauseによ り担保 され ざる損害
の究 明 と同時に,そ の反面W.A.やF.P.A.に 附加 され る危険 に対 す る保険
者責任の研究 も必要で あろ う。
3
さ て し か らば,ExtraneousRisksとは ど うい う危 険 を指 す の で あ るか 。 わ・
　ラ
が国で は横尾氏がFarrow氏の協会貨物約款 の訳註において,「 要 す るに保険
証劣…に特 に明記 した場合 に始 めて保険者が担保 す ることにな る危険は,す べ て
`外来危険'と 考 えて よい もの と思われ る」 として
,ExtraneousRisksを外来
危険 と訳 されてい る。 けだ し,英 国海上保険法第3条 後段 の規定で,海 上危険
は海固有 の危険…… その他同種の危 険または保険証劣…に明記 され た危険 とし,
その列挙危険な らびに類似危険については,同 法附則に明か に され て い るの
で,こ れ ら以外の保険証劣に明記 された危険で あるとす るのであ る。 ここに臆
記 され た とい うことは,個 別的 だ ると包括的 た るとを問わない ことは勿論で あ
る。
つ ぎに,ExtraneousRisks・は他の危険 と同 じ く,英 国海上保険法第3条 に
い う海上危険(Maritimeperils)に属 す る もので あって,そ μ は海上 航 行 に
起因 し(consequentialto)またはそれに附随 して生 ず る(incidentalto)危険.
で あ る。 そして通常 は保険者の責任外 となってい る危険で,特 に保険証劣に腸
記 されたが ために保険者の担保す るところの危 険で あ る。
さ らに,ExtraneousRisksにつ き指摘 し7い ことは,こ れ らの危険 は通常
の
(normally)海上運送人の負担すべ き危険で あ るとい うことで ある。 積荷の漏
8)InstituteHandbookonMarineContract,p.75,
同 訳 書 海 上 保 険 の 解 説PP.173-4,
9)Turner,PrinciplesofMarineInsurance,3rdEd.,1954,p,54.
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損破損 にせ よまた抜荷にせ よ,い つれ も運送人側において充分 な注意 を もって
取扱 つた としたな らば,恐 らく発生 す ることのないよ うな損 害 で あ っ て,元
な　ノ
来(primarily)運送人の責任 た るべ きもので あ る。 したが って,Extraneous
Risksにつ き保険者が その填補責任 を果 した と きは,保 険者 は運送人に対 し,
代位権 に基 く求償が可能で ある。 とす ると,ExtraneousRisksに対 す る保険
者 の責任 は実質上殆ん ど損 害 を受けない とい うことにな る。 ところが,船 主 は
運送契約の締結に際 し,船 荷証券中 にBenefitofInsuranceClauseを挿入す
ることによ り,保 険者 よ り愼 補を受 け得 る損 害については免責 す るの規定を設
けてその責任 を回避せん としたので ある。 したがって,か か る場合保険 者 とし
て もBaileeClauseをもってこれに対抗 し,保 険者は損害の填補 を行 う代 りに
これに相当す る額の無 利子貸付 を被保険者に行 い,運 送人 よ り損 害回牧 の上で
精算 して その差額 を支払 うに至つ たので あ る。 ところが,船 荷 証 券 統 一 条 約
(§3-8)ならびに これを国内法に と り入 れた各国法例 えば,英 国の1924年米国
の1936年のCarriageofGoodsbySeaAct(§3-8)は保険約款 の挿入 を禁
止す るに至つ た。 しかしこれ らの法律 は貨物 の船積か ら荷揚 まで の運送 に適 用
され るので,運 送人の貨物 引取 りよ り船積 な らびに荷揚後荷受主 に引渡 す期 間
につい ては除外 されてい るので,そ の間Baileclauseの効果 は 認 め られ るけ
れ ど,わ が国際海上物品運送法は運送人の貨物 引取 りよ り荷渡まで に適用 され
るので,も 早 や貸金形式 のBaileeclauseは無意味 となってい る。
保険者が運送人 よ り求償 す る場合,1921年のHagueRulesは船積の際価
額表示 の ない ものにつ き,運 送人の責 任は一包又は一一単位 につ き英貨100ポ ン
ドに制限 し,こ れが船荷証券統一条約 な らびに各 国海上物品 運送法に取入れ ら
　わ
れ,英 国では£100(但し紳士協定によ り倍額を約定すること もある),米国は
$500わが国は10万円(第13条第1項)の 制限があ り,船荷証劣申に規定 され
ることによ り,被 保険者が運送人よ り回牧で きる金額が保険価額 を下廻 ること
も考え られ る。勿論かか る場合には,保 険者の責任は両者の差額がその実質的
填補 となるのである。
10)Turner,ib量d.,p.96.
11)Dover,ibid.,P.168.
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第三 にExtraneousRisksは,積荷の毅疵 に因 る定常的 な損害 には及 ばない
し,列 挙危険や類 似危険に よる損 害は含まれない。通常いわゆ るTradeLoss
と称 す る もの,す なわち積荷の性質暇 疵 か ら当 然 毎 航 海 発 生 す る損 害 は,
ExtraneousRisksにはな らない。また,破 損 や漏損が船舶 の衝突 とか 坐礁 に
因 り生 じた り,荒 天申の激浪 を防 ぐた めに船鎗 を密閉 した た め の 汗 濡 や 蒸 れ
は,そ れ らは通常保険証券 によ り担保 せ らるる危険 に属 す るか ら,も と よ り
ExtraneousRisksとは考 え ることはで きないので あ る。
最後に,ExtraneousRisksには免責歩合(Franchise)が適用 されない こ と
で あ る。ExtraneousRisksが保険証券に追加担保 されて も,そ れに因 る損 害
には,保 険証券上のMemorandumClauseは適用 されないので あ る。協 会貨
物約款 のAllRisksClauseには,分 損 は歩合 に関係 な く支払われ る(Average
PayableirrespectiveofPercentage)旨が と くに規定 されてい るので あ る。
漏損 担保 の場 合一定歩合以上 の超過額 のみの填補 を約 す ることが あって も,こ
れ は慣 習上 の 目減 り(Custo皿aryullage)でInherentviceの一形態で あっ
て,MemorandumClauseにおけ る免 責歩合ではない。
以上ExtraneousRisksの何た るかにつ き,概 括的な説明 を加 えたので あ る
が,以 下 その具体 的な危険 につ き二三 の重要 な もの を取 り上 げて さらに論 じた
い と思 う。
曽
4
Lloyd's保険証券のPerilsClause中のThievesは,そ の始 めは船員 は も
とよ り船舶外の者に よる盗 取に因 る一切の損害 を含む もの とされていたので は
あ るが,そ の後年月の経過 とと もに,船 舶外 よ り来 た る暴 力 を用 うる盗難や船
ユわ
員 の窃盗 を排除 す るのが,英 国の保険で は・一"一・般的 となって,1906年の海上保険
法附 則にはrThievesとい う語 は,船 員 た ると旅 客 たるを問わず,船 舶乗 組員
12)拙 稿AllRisksとAllLossolDamageの 保 険 に つ い て,商 学 討 究 第6巻
4号,18頁 以 下.
13)Dover,ibid.,P.280.
14)P,Wildiers,Recuild'6tudessurlesassurancesmalitimes,2mes6rie,
Pユ09,`
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に よる盗難 は含 まない 」と規定 されたので あ る。
この よ うな解釈 は,窃 盗 盗 難 は 船 長 の方 で 相 当 の 注 意 を 払 つ た な らば
(exerciseofduediligenee)避け得 らるべ きもので あつて,そ の損害 は怠慢
不注意 の結果で あるか ら,船 長 の負担すべ きものであ るとい うので あ る。 しか
　の
しなが ら,Gow氏 の指摘す るよ うに,そ うし7c・Zえ方 は船舶上で行 われ てい
る一切の事柄 に容易に眼が届 くよ うな,船 舶が小型の もので あ る時代の ことで
あって,今 日の よ うに一切 の事情が変つ た時では,著 し く困難 なことが らで あ
る。 さ らにWildiers氏は,英 国の保険者 は保険者 の責任 を負 うべ き不 可 抗
力(Forcemajeure)と原則 として運送人 の責任 とな るべ き船 長 船 員 の 怠 慢
(N6gligence)との間に明確な区別をつ け度い とい う傾 向 が あ るか らだ と 言
　の
つてい るが,そ うした考え方に一理がない訳で もないと思 う。事実,盗 難は航
海中に起 ることは珍 らしいので(し たがって,航 海の長 さその危険は盗難危険
の料率算定上は大した重要性がない)そ れは積込時な らび に揚 荷 の時 にお こ
ノ 　の
りしか も後者の場合が最 も多い とされてい る。 いつれに し て もLevant地方
Moroco,,Mexico中南米揚 げの ものに,こ うした損害が非常 に多い といわれ
18)
てい る。
フランスで は,盗 難i(leVOISanSViOlenCe)は運送商品 の多い ことや,そ の
充分 な立証 の困難な こと及 び それにたず さわ る人々が 多いた めに,積 込荷揚作
業中 または航海申 に非常 に多 くなって きてい るが,こ れ は原則 として,被 保険
危険に入 るべ きもの とし,事 実被保険者の周知 しない航海上 の危険(risquesd6
1'op6rationmaritime)であ り,それは海上に発生 し航海に随伴す るか ら海上危
険(fortunedemer)であるとしてい るが,保 険者 としては盗 難危険の頻発 し
か もその多 くは被保険者側の監視 の届かぬために生 ず る もので あ り,こ の聞題
につ き1900年に保険者がParisに集 まった こと もあったが,た またま1914年の
第一次大戦後の盗 難の著 しい増加 は意に保険者 をして これが 排除の手段 を とる
15)W.Gow,MarineInsurance,5thEd.,byK.Page,P.114--5.
16)Wildiers,10c.cit.
17)LureauetOlive,Commentairesdelapolicefrangaised'assurances
maritimessurfacult6s,1946,p.73,
18)Dover,ibid.,P.168,Ripert,Droitmaritime,4me6d.,no.2658.
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に至 らしめ,1919年の保険証券は特約 のない限 りそして特別の保険料 を支払わ・
ユの
ぬ限 り盗難 を担保 しない ことにしたので あ る。
ドイツで は商法 第840条第4号 に盗 難(GefahrdesDiebstahls)を保険者
の担保危険 として例示 してお り,ig19年の独乙一般海上保険定則 に も除外 され
てはいないが,Hamburgの新積荷証券 にはFreivonDiebstahlとして坐礁
セの
の場合以 外は盗 難危険 は担保 しない ことを示 してい る。
わが商法上の解釈 としては,盗 難危険 は航海に関す る事故に属す ることはHA..
かで あって,当 然保険者 の負担危険 と解 すべ きで あるが,邦 文積荷保険約款 は
その第5条 第2.号において,こ れを保険者の責任か ら排除 してい るので ある。
以上の よ うに,一 且普通保険証券上では保険者の除外危険 としてはい るもの
の,被 保険者 の要求 に よ り特別約款 を もってまた割増保険料 を徴牧 して,保 険
者が その填補責任 を引受 けてい るので ある。
ロン ドン保険者協会のTheft&PilferageClauseはその特 約の一つで ある
が,窃 盗及 び抜 荷については,前 者 は荷造 り丸 ごとの盗 失で あ りまた容器 を無
理 に あけての中 味の盗取 をい うので あ り,後 者は容器 を物理 的に損 傷破壊 す る
ことなしに行われ る内容の一部 の窃取で あるとの違いが あ るだけで,ほ とん ど
変 ることな く,実 際においてはPettytheftが特約 された と きは,Pilferageは.
　ラ
これに含 まれ るとい う。
か くて盗難 の損害 は相 当に上 るもので あ り,保 険者 としてはしば しばその損
害の一部で も被保険者 に負 担せ しめよ うとして,従 来は保険価額 を基礎 として
損 害 を査定填 補 していた もの を,今 日で は船積価額(す なわち,原 価 に船積並
に保険 の費用 を含 む もの)と 保険価額 と比較 して,そ のいつれか低い もの を基・
礎 として保険者責任 の算 定 をす るShipPingValueClauseをも採 用す るよ う
になったので ある。
不着 または 荷渡不 足(Non・deliveryorShort・delivery)もExtraneous・
Risksの申に数 え られ るが,こ れは単純に盗難 と同一視 す ることはで きない。
19)Ripert,10c.cit.
20)Ritter,RechtdelSeeversicherung,2terBd.,1924,AnhangVII&
VIII.
21)Dover,ibid.,P.168.
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事実 多 くの場合,こ れ らは盗難 によ ることがあ るが,こ れを立証す ることが ほ
とん ど不 可能な ことが 多いので ある。 不着 または荷渡不足は盗難以 外に しば し
ば揚地 の誤記や置場倉庫 での積残 し,持 ち越 しまたは誤 まって他 人に引取 られ
ること もあ り,海 難の結果であ る場合 もあって一律に はい うことがで きない。
若 しこれが盗難 に よる もので あれば,当 然 に盗 難担保約款で保険者の担保 す る
ところで あ り,海 難の結果 で あ るな らば,普 通保険証劣に よ り填 補せ られ るこ
とはい うまで もない。
不 着は揚地において,船 積 された荷造 り丸 ご との 引 渡 不 能(Non・delivery
⑩fanentireshipPingPackageatdestination)をい うので あ り,そ の全内容
が消失 した空の梱包 をい うので な く消失 した個数(missingPackages)を指 す　の
の で あ る。 ま た 荷 渡 不 足 は 明 記 され た 数 量 の 引 渡 不 能(failuretodeliverthe
おラ
quantityspecified)をい うの で あ っ て,不 着 と区 別 され る。
Wildiers氏は,Non・deliveryは全 貨 物 の 引 渡 の な い こ と(absencetolale
delivraison)を意 味 し,Shert-deliveryは積 送 品 の 一 部 分 の 引 渡 の な い こ と
(unepartiede1'6xpeditionn'estpasdelivr6e)すな わ ち 引 渡 の な い こ と を
い う と して,さ らに これ をShortageと 区 別 し て,Shortageは 内 容 の 不 足
くmanquentdecontenu)をい う もの と し,こ の 区 別 は この 三 語 の 正 確 な 法 律
上 の概 念 と一 致 す るが,商 業 用 語 と し て ま た は 実 務 上 特 に 海 上 保 険 実 務 に お い
て は そ うは な っ て い な い 。 学 者 は 商 業 慣 習 上 認 め られ た 意 義 に 従 つ て い る と し
24)
てい る。
不着担保の保険 者約款 で は,ShortageまたはShort・deliveryに関 しては何
もふれていないが,こ れ を担保す るとせば特 に その旨 を約款 に示 さね ばな らな
いで あろ う。ShortageとShort・deliveryはそれぞれに何 等特別な解釈 を附す
ることな く,実 務上 は この両語 を何 らの区別 なしにその うちのいつれか を不用
　の
意 に使用 してい ると同氏 は批難 してい る。
不 着危険 の引受 に関 しては,InstituteClauseとしては これ だ け を 単 独 に
22)Winter,MarineInsurance,3idEd。,p,185.
23)Dover,ibid.,p.183.
24)Wildiers,oP.cit.,P.112.
25)Wildiels,loc.cit."
壁
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Non・deliveryClauseを,また 窃 盗 抜 荷 危 険 担 保 と と もにTheft,Pilferage&
Non-deliveryClauseをもっ て 行 わ れ て い る。Non-deliveryはす で に 述 べ た
ホ うにofanentirepackageの不 着 で あ るの で,こ こに い うShort・delivery
やShortageは入 らぬ こ と に な る。 しか し,荷 渡 不 足 が 盗 難 に よ る もの で あ れ
ば,こ の 危 険 に よ っ て 担 保 され るの で,終 局 に お い て こ れ らの 約 款 に よ り保 険
者 の 責 任 を負 わ ぬ もの はTheft&Pilferageによ らず ま た 他 の 海 と危 険 に も困
らな い 荷 渡 不 足 分 とな るで あ ろ う。 た だ しAllRisksCoverの 時 は この 危 険
　 ノ
は保険者 の負担す るところ とな るであろ う。
5
航海申積荷の蒙むる損害の うちで湿気によるもの もまた重要な ものである。
これは もとよ りいろいろな原因か ら起 るのであるが,そ の主な ものは雪氷海水
雨水汗濡蒸気その他商品の発汗発芽発酵発熱による湿気過多 もある。 この申で
技術上の見地か ら許 りでな く,保 険者の責任上の見地か ら見て,問 題が多 く議
論の あるのは汗濡(SweatDamage)による損害である。
汗濡は船鎗内の空気申に蒸発 して存在する水分が,・温度が下ると凝固 して水
滴 とな り積荷に附着して,こ れを損 傷させ るによる損害をい うのである。こう
した現象を起すのは鎗内の温度が高いのに,船 外の低い海水温度により船体鉄
板が冷却 され,こ れにふれた外気が水滴を生ずるに因 る場合が多い。また空申
の水分は荷役中に持ち込まれた水分その他鎗内に残存する水気,ま たは汗濡 を
蒙むる積荷自体に含有 されていた水分が温度の上昇によ り蒸発する場合 とか他
の積荷の水分に因 る場合 と種々な場合がある。 あるいはまた鎗内の空気を一定
量以下の水分含有率にとどめるため,換 気の不充分 とい うこともこの損害発生
に重要な役割を演ずる。
汗濡のおこる多くの場合は,積 荷が船体の金属部分 との接触を さけるように
適当なDunnageを使つては遮断が行われていないためか,まtcは船長が鎗内
26)この項に関しては亀井利明氏の 「海上保険における盗難不着の危険について」
(保険学雑誌403号所載)の 有益な論文を参照 されたい。
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ヨわ
を適度に通風 して置 くことを怠つたために起 るものであって,適 度な通風を怠
るとい うことは 「船舶管理上注意を欠 くこと」であって,1924年の英国の海上
物品運送法の規定による積荷の運送保管に適当な注意を 欠いたがための もので
　の
あ るか ら,通 常の保険証券においては汗濡 の損害 としては,保 険者 よ り填 補を
受 け得 ない もので ある。 また これはPeriloftheseaでもない し,Perils
Clauseにおけ るAllotherperils,lossormisfortunesの同種危険の原則に
よって も担保 され得 ない もので あ る。
Ripert氏は,気 温の影響 と汗濡 に関 して仏 蘭西の法律 は未 だ明確で はない と
し,航 海申気温の状態 によ り積荷が損傷 を受 けた と きは,一 般 に は そ の 暇 疵
(Vicepropre)であ ると認め られてお り,汗 濡 に関 してはあ るいは これは蝦疵
と考え られ,あ るい はまた被保険危険 と も解 されてい るのであ るが,特 に それ
が船鎗 内の通風 の欠 陥によ る場 合は,そ うで あ ると してい る。 さ らにフ ランス
では,航 海申船舶 内に海水 の異常 な侵入が あ りために鎗内に湿気が生 じ これが
ために生 じた損害 は,保 険者 は支払を認め るが,こ れに反 し,被 保険者 が適 当
な荷造 りを以 てその商品 を汗濡 よ り守 るべ きで あ るのに,そ うしなか ったため
に生 ず る損害 は支 払を拒否 してい る。 そ して 「実 際汗濡(Bu6edecale)はほ
とん ど當 に船体 の鉄 製部分 と接触 してい るによってお こ り,そ れは通常 の予見
し うる,定 まった不可避 的な現 象で あって,そ の結果に対 しては被保険者 とし
て は充分注意 して手段 を講 じこれに備 えなければな らない」 として積荷の性質
　の
暇 疵 に そ の 原 因 を 求 め て い る よ うで あ る 。 果 し て か か る議 論 は 妥 当 で あ るか ど
うか 疑 問 で あ る。 仏 蘭 西 の 積 荷 証 劣 の 解 説 者LureauetOlive両氏 は,フ ラ ン
ス で は鼠 喰 や 蒸 発 汗 濡 は 除 外 危 険 と な っ て お り,こ れ らは 積 荷 自体 か らは 全 く
独 立 し た 損 害 原 因(descausesd'avaries)であ る と し て お り,さ らに こ れ らは
且 つ て 保 険 者 に と り悩 み の 源 で あ っ た が,そ の 後 鎗 内検 査 駆 鼠 等 に よ り事 情 は
著 し く改 善 され て,気 温 の 影 響 を 保 険 者 の 除 外 危 険 とは し て い るが,今 日 は特
27)Mullins,MarineInsuranceDigest,P.251.
28)Dover,ibid.,P,179,船荷証 券に関す る規則 の統 一 のた めの条 約(§§3,4)
我国際海上物 品運送法(§3)等 の規定す る ところ同様 で あ る。
29)Ripert,op.cit.,no.2657.
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　の
約 を もって鼠喰 や汗濡 の損害 を填補 してい るとい う。また,独 乙 一 般 海 上 保
険 定則(§86)は 汗 濡(Schiffsdunst・Schaden)は積 荷 の 性 質(Naturliche
Beschaffenheit)に因 る損害 の一 として見ず,これ とは別個な もの(selbstandig)
として取扱つてはい るが,保 険者 は通常 これに対 しては責任は負 担 しない。
しか し,汗 濡 も積荷の性質暇疵 よ り生 ず る場 合が ある。 これにつ き,Gow氏
ヨユ　
は一例をあげて,た とえば外見上良好な状態で積込まれた穀類の積荷の場合を
とって見 ると,実 際は刈取直後に積込まれたので全 く固 く乾燥 しきっていたの
で あるが,あ る程度航海 した らこの穀類は穀物商人や鑑定人のい う「あせぬれ」
に より軍大な影響を蒙むった・ この損害は穀類の性質それ自身の結果に外な ら
ないのであって,そ れは明かにいわゆる船積 され保険 された商品の暇疵すなわ
ち内在せ る欠陥よ り生 じた ものであるとしてい る。
こうな ると,商 品がいつ蒸発をひ・き起 したのかそれ とも吸湿 したのかを決め
ることは甚だ困難な問題であるが,こ れは積荷の性質暇疵に因 り生 じた損害で
あって,保 険 者 と して は 当然責任を負 うべ き筋合いの ものではない ことにな
る。
汗濡 はまた海難に よって生ず る場 合が あ る。 もちろん それは海難の直接的損
害 で はないが,Farrow氏は 「海 固有の危険の最 も明瞭な もの は近代的 な言 い
方 で は荒天(heavyweather)といわれてい るあ らし(StormandTempest)
で あ る。直接の損害 が担保 され るばか りでな く,例 えば胎 口を塞ぎ換気装置の
栓 を塞いだた めに,鎗 内の汗気 によって貨物が損 傷 を蒙 む る場合 は,こ の損害
おの
もまた担保 される」 として,か か る場合の汗濡の原因 として海固有の危険 をあ　り
げている。 この点他の学者 も同様であるが,た だTempleman&Greenacre
両氏によれば 「荒天が長び くだめに鎗内を適当に通風 し難いために,船 鎗の汗
気によ り積荷が しばしば損害を蒙む る。 か くして生 じた損害が海固有の危険の
　　
置接の結果でない限 り 「その他一切の危険」 の語によ り回牧 され うるとして,
30)LureauetOlive,oP.cit.,P.58.
31)Gow,ibid.,pp.96-99.
32)Farrow,ibid.,p.52.
33)Dover,ibid.,p.179,Mullins,ibid.,p.251.
34)Templeman&Greenacre,OnMarineInsurance,1934,p.108.
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海 固有 の危険の類似危険 としてい る。
なお,こ の場合Dover氏 は こ うし7c汗濡の損害 を海固有 の危険 として保 険
者の負担 とす るためには,事 実上そ うした手段 をと らぎ るを 得 な か っ た こ と
　 ノ
を,船 長の航海 日誌によって証明す るの必要があるとしている。
6
樽詰の液体商品袋詰の粉末商品 とか容易に溶解し易い固体商品が,通 常の航
海申に特別の衝撃等をうけることなしにある程度流出することが普通である場
合 がある。 こうした流出による損害すなわち漏損は,何 らの偶然性 もな く,毎
航海申必ず発生す るものであ り,し たがって保険者によ り担保せ らるべ き種類
の損害 とはならない。また航海申衝突坐礁とか荒天中積荷の動揺甚しく,そ う
した場合に生ずる漏損 は,そ れぞれ海上危険によるものとして保険者の担保す
るところであることはい うまで もない。 しかしこれ らの商品がその積込積付荷
揚作業申の取扱如何によっては,漏 損 を免れ得ないことがある。また容器が航
海申に破損 したがために生ずる漏損 は,通 常の漏損ではな く異常な漏損 と見な
ければな らない。
さて,荷 主は漏損を生 じ易い商品については,と くに保険 者 の責任 を拡 張
して同危険の担保を要求する。漏損が特に担保 された場合,保 険 者 の責 任 は
TradeLossとして必然的な漏損容器の不完全か ら来 る暇疵的な漏損以外,そ
れが海上危険に因 ると否 とに拘わ らず,(Traders&GeneralIns.Co.,L・td.
おラ
v.Bankers&GeneralIns.Co.,Ltd.,1921)一切 の 漏 損 に 及 ぶ こ と に な る 。
す な わ ち 漏 損 の 原 因 を問 う こ と な し に 保 険 者 は 担 保 す る 。 な お,こ の 場 合 に　　
TradeLossも含 むべ し との議 論 もあるが,7cとえirrespectiveofpercentage
の 語が あって も,TradeLossは独立的 に保険者 は この約款に よ り担保すべ き
もので もな く,まtc異常の漏損の申にTradeLossが含 まれていて も,これを
含 めて保陳者 の責任 とすべ きで な く,必 ず通常の漏損 に相 当す る分だ けは控除
35)Dovet,ibid.,P,179.
36)Dove1,ibid.,p.300.,
37)横 尾 氏 保 険 事 故 の 偶 発 性 と性 質 的又 は 定 常 的 損 害 保 険 学 雑 誌 復 刊第1号
49-51頁.
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せ らるべ きで あって,漏 損担保約款 には このTradeLossの割合 を明記 して,
それだ けは常に控除 して唄補 され ることにな る。 そして その普通の漏損の割合
お　ノ
は商品 の性質容器 の種類航 海等に よって異 なっている。
独 乙で も通常の漏損 に対 しては保険者が責 を負 わぬ もので あ り(H.G.B.
§821(3)),海上保険定則(§861)では流動商品 につい ては鉄製 容器の と きは3
%そ の他の もの は5%ま でGew6hnlicheLeckageとして保険者 は責任 を負
わず,異 常 な漏損(Aussergew6hnlicheLeckage)"のみ坐礁の と きに限 り責任
　 　
を負 う旨定 めてい る。
フラ ンスで も,航 海中多 くの 商品が蒙む る分量数量上の減耗はD6shetde
routeとしてまtこ撒荷 の損 耗はFreintederonteとして,こ れが一般的な も
ので ある限 り,積 荷の暇疵(vicepropredelachose)と見 て保険者の責任外
とされ,異 常 な場合 に限 り保険者 の負担 として いる。 問題 は どの程度 を もって
通常の もの と見 るか とい うことであ り,1888年の積荷保険証券では航海の種類
によって その割合 を定 め,流 動 商品について はその割合 は相当高かったので あ
る。今 日で は慣習上定 め られ,裁 判所 は各地 の実情 に従 つて決定 してい るが,
るユク
そ れ は 商 品 の 性 質 航 路 の 長 さ航 海 の 性 質 船 舶 の 状 況 を し ん 酌 し て い る とい う。
な お,irrespectiveofpercentageに云 う 割 合 は 免 責 歩 合(Franchise)の
割 合 を指 す もの で,TradeLossを 示 す もの で は な い 。 こ の 点 仏 積 荷 約 款 は
「免 責 歩 合 は 通 常 の 漏 損 航 海 申 の 減 耗 と は 常 に別 個 の もの で あ っ て … … 」(Art.
22)と 規 定 して い る こ とか ら,ま たLureauetOlive両 氏 は 樽 詰 の ぶ ど う酒
の 目減 り.につ き三 つ を あ げ,一 つ は 定 常 的 漏 損(COulageCOnStant)これ は
freintederouteをい い,二 つ は瀕 発 的 漏 損(coulagefr6quent)これ は免 責
歩 合 に 当 る もの,そ し て も う一 つ は 異 例 的 漏 損(coulageexceptionnel)これ
る　ナ
は甚 しい部分 を害 う唯一 の もので保険者 の負担 たる もの と,区 別 してい るが,
その当否は と もか く,Franchiseは一応 保険 者有責の損害で 一定 割合に達 しな
38)Dover,ib五d.,p.171.
39)Mullins,ibid.,P .143.
40)Rittel,a.aO.SS.1026-33,
41)Ripert,op.cit.,no.2713.
42)]しureauetOlive,oP.cit.,P.154.
ExtraneousRisksについて(久 木)-27一
い ものをいい,CoulageOrdinaireは原則 として始 めか ら保険者の責任のない
部分 を指す もの といわねばな らない。
以上漏損 について述べたが,破 損(Breakage)について も大体 これ と同 じで
あるが,定 常的な破損 は漏損 ほ ど著 し くな く,し たが って,特 に破損危険 を引
受 けた場合において も,定 常 的な普通の破 損 を控 除す る旨明記 されていない限
る　ラ
り,TradeLossとして常 に控 除 して填補 されない よ うであ る。 ただ破損危 険
を引受 けた機械の保険 にお いて は,保 険者の責任 を全損 として 団はな く,そ の
破損部分 を取替 え復旧す る費用に 限 定 す るReplacementClauseを含 むのが　り
慣 習 となってい る。(1959.2.28.)
43)Mullins,oP.cit.,P.26.
44)Tuiner,ibid.,P.55.
Winter,ibid.,p.257.
Dover,ibid.,p。185.
